　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和元年度事業報告書
特定非営利活動法人兵庫大阪ヒューマンホープ
1、 特定非営利活動に係る事業の成果
平成31年4月～令和2年3月の1年間に、我が国の経済活動と社会活動の両側面において、新型コロナ

ウイルスによる日本国全体を揺るがす事態に見舞われる予期しない現象の年であり、世の中の活動そのもの

が、大変脆く、全国民が一丸となり、乗り越えるべき試練の年度であると感じさせられた年度でありました。
そのような中でもＮＰＯの活動そのものを停止させる訳にもいかず、日々収益や売上を上げるべき就労継続支

援Ａ型事業として、また障がい者の生活基盤と社会生活を維持していく為にも、他よりも歯を食いしばりながら

の地域活動を行い、現状を俯瞰すると人間関係の希薄化や老々介護、生活困窮など地域単位独自課題へ
の対応の必要性や障がい者雇用の重要性を認識しつつの生活活動そのものが本当に大変でもありました。
安倍内閣による経済活動の賃金向上に気運をもたらすアベノミクスもコロナの影響でＮＰＯ法人並びに地域

の中小零細企業にも打撃を被り、希望を見出す必要性に駆られた、困難に直撃した年度でした。
しかしながら当法人では、その状況下でも、努力に努力を重ねて、特に、国の法律改正や社会保障問題への
取り組みに焦点をあて、介護人材の不足や少子高齢化に対応する日本全体でのより良き方向への活動として
真剣に行動していくことと障がい者の生きる希望の擁立並びに働く喜びだけは、見出すための活動と維持を
心がけて、非常に困難な中でも達成できたであろう年となりました。

当法人の使命である、国や地方自治体ができない領域の分野への取組みと障がい者雇用に一層取り組む
姿勢と行動だけは、維持・邁進できたと思われます。
社会保障のさらなる拡充を願いつつ、障がい者の方々に焦点を当てた活動に注力邁進してまいりました。
各種社会参加や企業での就職が難しく、また、障がい理解促進に向けた行動と取り組みの推進に重点をあ
てた活動が来年度も引き続き必要であり、働きたくても働けない、働く機会にも恵まれずに困難な生活を余儀
なくされている状況の打破のための就労促進及び生活の安定を意図しながら令和元年度も働く場所の提供
や最低賃金支払いによる生活保障、能力を発揮できる様々な訓練・指導や種々の活動を今年度も全力可能
な限り行ってまいりました。

障がい者の方々が本当に希望と誇り、自信を持ち、皆が幸せで希望に満ち溢れる社会づくりの必要性に基
づいた、社会での労働市場づくりと地域の雇用創造の活動強化に毎年取り組んでいます。
雇用契約の締結と働く場所の提供を主として実施し、令和2年3月31日で事業開始から4年8か月経過
した今日まで、法人づくりと支援及び収入確保の側面で困難を極める中、仕事の確保と活動を続けて行ってき
ました。

今後も本当に努力し、共生社会の実現に向け、1歩・1歩邁進していきたいと考えております。

当事業所の就労における取り組みにつきましては、就労の機会と生産活動の提供は、昨年同様封入作業、
箱づくり、ラベル貼り、各種商品の検品や梱包、分別と食品製造に直結する食品の封入作業、既定量検品等
で、商材を関東地域に出荷、特に神奈川、千葉、銀座方面への発送が多く、その食品の卸売・小売を関西地

域にも広げはじめました。
また、代表者自身が営業活動を通算300社以上継続して行っており、収益確保の課題に向けて、一生懸命
取り組んでおります。障がい者就労の経験と機会の提供の延長として、施設外での就労にも障がい者4名が
実際の一般企業にて職員同行と指導のもと、昨年同様実施いたしました。
 障がい者の仕事に対するイメージがさらに膨らみ、自信に繋がることを目的として、取り組む事業であります。
 上記内容からさらなる取組みの継続と令和2年度も当施設の卸売・小売・施設外就労でさらなる飛躍を求めて
いきたいと企図しております。
当法人での食品封入並びに製品化業務による関東地域に発送・出荷している商品画像と今年度神戸やまぶき財団様からのご提供を頂きましたセミオートシール機械の画像掲載をさせて頂きます。
この機械ご提供に寄り、商品作成に必要な熱シール業務の効率化と生産数量飛躍ＵＰを実現できました。

また、（株）ヨシケイのヨシケイライブリーこうべ様のご協力のもと販売活動や小売活動にも従事させて頂き、拡販

チラシによる販促数量が478袋売れ、大変売上が上がる活動にも達成できた貴重な経験の年でもありました。
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（課題について）
毎年楽しい雰囲気も醸成されていて、うまく支援ができていると考えられますし、仕事を一生懸命頑張っていま
すが、色々な活動をしていても、なかなか障がい者の方々の最低賃金を保障できうる生産活動が未だに実現

できずに困難を極めている点が最大の課題であります。

休憩時間中は笑いが絶えなく、お昼休みも和気あいあいと楽しく日々を過ごしていますが、上記売上や生産

活動そのものが障がい者の方々の賃金を賄うべく日々努力しており、生産活動収入は毎年上がっていますが、

　　すべての給与を賄えずに日々本当に苦しんでおります。
　　しかしながら、彼らの生活保障と社会生活の安定には十分貢献できていると自負しております。

　　今後も安定した生活と希望の擁立並びに働く喜びを感じてもらうべく、さらなる飛躍と努力をし、生産活動収入

　　をあげていきたいと切に思っており、また、願ってもいます。

2、 事業実施体制
（１）会議に関する事項
①通常総会
開　催　日　令和2年　6月　13日（土）13時30分～15時00分
開催場所　当法人事業所　伊丹市東有岡３丁目８１番地
出席者　10名　（うち委任状提出表決委任者　5名　＊運営会員総数11名）
議事内容　令和元年度（第5期）　事業報告、決算報告の承認

　　　　　　　令和2年度（第6期）　事業計画、活動予算等の承認

　　　　　
②理事会

開　催　日　令和2年6月13日（土）10時30分～12時00分
開催場所　当法人事業所　伊丹市東有岡３丁目８１番地

出席者　３名　（うち委任状提出表決委任者0名　＊理事総数３名）

議事内容　令和元年度（第5期）　事業報告、決算報告の承認
　　　　　　　令和2年度（第6期）　事業計画、活動予算等の承認

　　　　　

（２）事務局体制

①事務局長：　代表理事　今川知典兼務、　事務局スタッフ：令和元年度も1名利用者である方が事務スタッフ
　　⇒利用者である障がい者の方がＰＣにおける日商ＰＣ検定資格（ワード、エクセル）取得することができました。

②研修会*************
令和元年度大阪府相談支援専門員研修資格取得1名達成
令和元年度伊丹市実施の仕事ネットワークづくり（食品表示内容）の一環である研修にも参加

事業所内職員研修や全員で実施する避難訓練や非常災害対応なども少なからず実施できました。
（３）会員

①運営会員　11名

②賛助会員　2名

③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力会員　０名
（４）ご助力・ご指導頂いた機関

・伊丹市地域生活支援センター

・伊丹公共職業安定所専門援助部門

・各伊丹市、宝塚市の福祉施設及び相談支援事業所の方々

・各伊丹市、尼崎市、宝塚市の障害福祉課の方々など　　　　　　（順不同）
（5）助成金によりご助力頂いた財団法人

・神戸やまぶき財団様

　⇒セミオートシール機と丁合業務に必要な就労設備支援に必要な丁合機械と包装機を頂きました。

　　本当に助けて頂き、心から感謝申し上げます。誠にありがとうございました。

（6）令和元年度の所感について

法人立ち上げから現在に至るまで、特に今年度も、Ｈ29年度からの厚労省法改正により、本当に厳しく困難な
道のりでした。（4）の機関によるご協力や各種企業におきましては、収益面で支えて下さり、また活動の原点と
サービスの対価として、特に、株式会社ヨシケイ及びヤバケイに感謝と社会貢献企業としての価値づくりにご
協力頂きました。
あらためて、感謝の意と敬意を表したいと思います。弊社営業活動の努力にお応え頂き、他の企業である石鹸

メーカー様や株式会社誠和様　未来グローバルインク様、多数の会社様にもご協力賜り、誠にありがとうござい
ました。厳しくとも助けて頂ける機関へのありがたみを噛みしめ、兵庫県と伊丹市の障害福祉サービスの質の
向上と広がりに真摯に取り組んでいくためのご協力に新ためて感謝いたしますと共に、障がい者雇用の新た
なる飛躍と業務邁進を継続決意していく気持ちになる年度であり、今後も邁進していく所存であります。
